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2025年11月4日（火）　晴から曇

　昨日木枯らし一号が吹いたそうな。そのわりにはそんなに寒くなかっ

た。今朝は１０℃台の気温でさすがにひんやり。昨日完全に衣替え。

― 新しい「ためし」―

　前回書いたように、時間も限られてきたので、学びの相乗効果を図り

たい。本の音読して、考えて、書いてまとめる流れをつくろうかと。

　いま読んでいるのは『易経』、ふらっと寄った古書店でたまたま見つ

けて買った新書サイズの本。

　たぶんこの本がよかった。翻訳監修者たちのスタンスがしっくり合っ

た。たとえば、「解題」の初めに書かれている以下。

　易経は神聖な経典でもなければ、神秘を説く奇書でもない。読む人ひ

とりひとりに、自分の頭で考えることを教える書物である。

　易経の言葉は一つのヒントである。人はそのヒントから自由に連想を

働かせて自分の持っている問題を考えねばならない。

　そうしてはじめて易経を現代に生かすことができるのである。

　さらに次の箇所がふるっている。良い本にあたったと感じた。安心し

て読み進められる気になった。

　易経の解釈は、時代の要請に従ってさまざまに変化してきた。これか

らも変化するであろう。

　易経は本質的にさまざまな解釈を許すものだからである。われわれも

また現代に生きるものとして、われわれなりのに解釈する自由がある。

　何らかの権威にすがることで満足する者は、易経を現代に生かすこと

はできない。

　本の冒頭にこのようなメッセージがあったので、六十四卦まで読むこ

とになったのだと思う。
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　「解題」と「繋辞上伝」「繋辞下伝」は音読し終えた時に、自分なり

に大事とおもう箇所はノートした。

　六十四卦はほぼ半分読み終えたところだが、残り半分を読みながら、

読み終えたものをここで見直そうと思う。

　たしかに「ヒント」たくさんある気がするから。このessais（ため

し）の新しい「ためし」にしようかと。

2025年11月10日（月）　晴

　立冬を迎えたが、あまり寒くない。カラダは10月の感覚、11月なのに

10月と言ってしまう。今週もずっと20℃前後、すごしやすくていいのは

いいけど。

― おさらい独習　「六十四卦」―

　〈書く〉の新しい「ためし」は『易経』から始めよう。音読の方は

今、「六十四卦」の「35晋　旭日昇天」まで終わった。

　陰と陽6本の記号の組み合わせ一体の象を説明する言葉＝卦辞と、その

象が見せる変化を説明する言葉＝爻辞。

　易の原理を説く繋辞上伝に、易の本質を次のように書いている。

　易は座右に備えて、くり返し精読すべき書物である。なぜならば、易

の説く道は一瞬もやむことなく変動するからだ。

　六爻は、たえまなく上下の位置をかえ、剛柔は相互に転化する。その

変化は一見不規則であり、とらえどころない感じがするが、よく見る

と、そこには一定の法則性がある。

　その法則性は人倫に合致し、しかも人の抱く不満を根拠をさかのぼっ

て説明して、解決の道を示している。師匠の厳しさではなく、父母の慈

愛をもって人を導いてくれる。

　父母というか、すべてを見通した天からの声というか、六十四卦を読

んでいると、たしかに温かく包まれながらしっかり諭されている気がす
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　例えば、一番最初の全て陽の「乾」は、平たくいえば「絶好調」を表

す卦だけど、それを生かそうと思えば、まず、「一瞬も気をゆるめぬよ

う努め励む」よう誡める。

　その上で、「ひたすら力を蓄えて時を待つこと」、好調の兆しが見え

始めたが、「なおもすぐれた人物の指導を仰ぐ」こと。

　「調子に乗って動きすぎる傾向がある。危うい」から、「夕べには必

ず反省して慎しむ」こと。

　飛躍のとき、動きながらも「なおも慎重にチカラを蓄える」こと。絶

頂に至りるも、「なお、すぐれた人物の指導を仰ぐ」こと。

　そして頂点に達すれば、下る、「永遠は望めない」を覚ること。

　まずはこんなふうに「おさらい」をしてみた。続けながら、よいカタ

チをみつけていこうと思う。

2025年11月12日（水）　中之島バラ園の東の芝生地あたり
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2025年11月13日（木）　曇

　雨はふらなさそうだけど、曇空。それほど寒くなく、事務所内もまだ

暖房はかけていない。今の室温は21℃、脳の状態にいい温度。

― おさらい独習　「六十四卦」―　1.乾

　10日に書いたが、あとあとのことを考えると、もう少し見やすく、参

照しやすくした方がいい。そこで、しきり直し。

　事業の捉え方については、本の訳者・編者たちの勧め「自由に連想を

働かせて、自分の頭で考え…」にならい、試みるとしよう。

（事象）　平たくいえば「絶好調」。「自業40年」でいえば、前半20年

の序章10年がすぎ本章10年に入り２、３年経った頃.。仕事活況、気力も

能力も対応可。

（心得）　「一瞬も気を緩めない」こと

（構え）　①その時のために、「ひたすら力を蓄えて時を待つ」、②好

調の兆しが見え始めても、「すぐれた人物の指導を仰ぐ」。

　③いざその時期に入った、ただし、「調子に乗って動きすぎる傾

向」、足元をすくわれないよう、日々「必ず反省して慎しむ」。

　④飛躍のとき、動きながらも、「慎重にチカラを蓄える」、⑤絶頂に

至りるも、「なお、すぐれた人物の指導を仰ぐ」こと。

　⑥頂点に達す、あとは下る、「永遠は望めない」を覚ること。

　以上のようにまとめてみた。「自業40年」とは、自分ならではの仕事

と人生を俯瞰してみるLYK流の概念。

　前半20年はいわばビジネスワークの時期、後半20年が「レイトワー

ク・後期の仕事」の時期。

　独立開業など、新しい挑戦の初期10年は序章次の10年が本章で、20年

で初期の志が成就する、という考え。

　さて、このカタチで、おさらいを続けるとしよう。
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2025年11月18日（火）　朝一番で急ぎの仕事を終えてホッと、中之島バラ園

2025年11月18日（火）　曇

　昨日はぜんぜん寒くなかったけど、お昼前に外へでると風があり、冷

えた。東日本は雪が積もっているらしい。急な気温変化で体調に気をつ

けるようにとお昼のニュースが注意喚起。大阪も明日は最高で12℃予

報。風邪に注意。

― おさらい独習　「六十四卦」―　2.坤

　音読の方は41番まできたが、読むほどに感心。大昔からもうすっかり

人間社会のよくあるパターンとあるべき姿は諭されていたのだと。

　さて２つめ『坤』は、六爻すべてが陰で「大地」を表す。本の編者・

訳者による解説の最後に書かれた次の一節が象徴的。

　「消極を守ることによって積極をしのぎ、後れることによって先に立

ち、柔よく剛を制する道を示す」。

　そこで、現代に生きる者として身近にひきよせて考えるところ、
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（事象）　改革者・革新者には「補佐役」不可欠で、その存在のあり

様、役目の果たし方を説く。

（心得）　「人格の成熟と包容力に富むよう自己を養う」

（構え）

　①心に補佐すればこそ、補佐する相手またはその取り巻きから疎んじ

らる時がくる可能性も想定しておく

　②上記の（心得）に日頃から努める（そうすれば順調）

　③才能をひけらかさず、表舞台に憧れず、本領を発揮する時を待つ。

いざその時がきて、脚光をさけ、補佐に徹する

　④時に自分の才智を他にみせつけたくなる気持ちをおさえ、名誉や礼

賛を欲する心を慎む

　⑤とにかく補佐に徹すること、そこの美あり、本領ありと覚る

　⑥しだいに補佐役の存在の方が大きくなっても、補佐は補佐。トップ

に代わることはできないと肝に銘じる

　以上、まとめてみた。なお、原文に「用陰」（坤を用いる心構え）が

示してある。それが以下。

　「永く陰徳を守るならば順調で、有終の美を飾ることができる」。

　ところで、おさらいもまだ２つ目だが、音読をすべて終わった後にま

た何か捉え方が変わるかもしれない、そんな気がする。

2025年11月21日（金）　晴れ

　インフルエンザ感染者が警戒レベルに達したそう。注意しよう。今年

最後の三連休、天気もよさそうだし、休みの人はよいリフレッシュ。

― おさらい独習　「六十四卦」―　3.屯

　「ちゅん」、とどこおる、行き悩む、四大難卦の一つ。動こうとして

困難に陥る状態、しかしそれは新しい発展のための「陣痛」。

　「焦って暴走してはならぬ。人材を選んで適所に配置し、気をゆるめ

ることなく所期（期待している事柄）の計画を貫いてゆくがよい」。
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　そこで、現代に生きる者として身近にひきよせて考えるところ、

（事象）　自分ならではの業を立ち上げたばかり。旧知にピンときても

らえず、新規の理解者にはまだ出逢わず、自分を疑う事態

（心得）　「負のストレスに埋没せず、どうせなら前向きなことにスト

レスをかけ、世の中にどうアプローチするか再考・熟考する」

（構え）

　①自身の想いを貫く。他に迎合せず、かつ謙虚に人々と行き交えば、

遅かれ早かれ理解者に出会う

　②人との出会いに冷静になる。「出会い」がそのまま「縁」になると

は限らない。中には人を惑わすタイプもいる

　③魔がさす。自分に試練を課すつもりで飛び込んだ世界が“こんな風だ

とは…”。早めに距離をおかないと道を誤る

　④理解者に出逢う。いそがず、欲をださず、自然体で、丁寧に冷静に

謙虚にアプローチして、信頼関係をきずく

　⑤背伸びする。身の丈をこえて仕事ができる気になるが、墓穴を掘

る、悪評をかう

　⑥そのままなら道は断たれる、業は続かない。捲土重来を期す

　以上、「屯」をまとめてみた。おさらいをし始めたばかりだけど、易

経の壮大さというか、奥深さというか、感じる。

　ちなみに、本の中の解説部分に次のような一文がある。

　転変する時代に対して人間の主体性を確立するためには、生起し消滅

する現象を貫いている不変の法則をつかみ出し、それによって逆に、現

象を支配しなければならい。

　その原理をつかみ出すために、複雑に変化するう世界を、ひとたび極

限にまで単純化し、そこから世界を再構成していった。
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2025年11月25日（火）　雨

　今年最後の三連休明け、昨夜から雨。乾燥していたからよし。連休は

ほんとうに穏やかに晴れた。風もなく、さほど寒くもなく、休息にいい

日和だった。さぁ、今年も残りわずか。

― おさらい独習　「六十四卦」―　4.蒙

　「もう」、くらい、おおう。無知な幼児のように、無限の可能性は秘

めているが、知能をどう啓発していくか、啓蒙。

　解説に、「その可能性を全面的に実現するには、素直な心でよき指導

者につかねばならない」」。

　そこで、現代に生きる者として身近にひきよせて考えるところ、

（事象）　新人教育、後進指導。ただし双方のギャップはつきもの

（心得）　「今は通じていないようでも、教えるべきことを教え、あと

は未来に望みをかける」

（構え）

　一、毅然と厳しく。社会の一員としての態度、言動からずれるような

ことはけっして見過ごさず、正す

　二、包容力を発揮する。習熟の度合は個人ごとに異なる、焦らず見守

り、後押しする

　三、断念する。目先のことや利益ばかりに気がむき、他者を陥れても

自己評価をあげようとする相手には、匙を投げる

　四、他者の無関心に合う。匙を投げられた者が、年をかさねるごと

に、まわりの人の関心をうしなう

　五、若い後継者。未熟ながら親や目上の計らいで著名な専門的教えを

うけられる。本人も素直にならう

　六、悪友、外の誘惑に注意をむける。内で厳しくしても、外からの風

に吹かれて舞い上がってしまわないように

　以上、「蒙」をまとめてみた。このために、けっこう考えることにな

る。頭をめぐらす。なかなか、いい勉強になる。
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2025年11月27日（木）　晴・曇

　日本でも火事のニュース続くが、香港の高層マンション火災には耳を

うたがった。竹で足場？　この季節の乾燥と風。とにかく火のもとに気

をつけよう。

― おさらい独習　「六十四卦」―　5.需

　「じゅ」、待つこと、待望、待機。自身にパワーは十分、でも状況が

許さない。無理にやらずに待てば、進退きわまることもない。

　解説に、「焦らずに待つ。それが真の勇気である。鋭気を養って時機

を待てば、大きな成功が期待できる」。

　そこで、現代に生きる者として身近にひきよせて考えるところ、

（事象）　環境悪化、冷え込み。超然とかまえて、誠実さをうしなわ

ず、日々の努めをかさねれば、いずれ想うように事が運ぶ

（心得）　「わるいこともよいこともいつまでも続かない。今の状況を

前向きに諦め、悠々自適に日常をおくる」

（構え）

　一、他に惑わされない。状況悪化を何とかとしようと動くことはけっ

してせず、自分の主義・主張を守っていれば、難をのがれる

　二、非難をうけながす。理解不足や誤解から他の非難をうけたとして

も、自分のスタンスを守り通せば、いずれ誤解が解ける

　三、勇み足を思いとどまる。災厄が目にみえているのに、向かうのは

ご法度。慎重に時を待って進めば、失敗しない

　四、窮地から脱する。心すなおに周囲の教えに従えば、窮地にいたっ

ても、脱することができる

　五、身心を養う。この「需」のあるべき姿、悠々自適に身心を養いな

がら時を待つ。

　六、艱難の極みから脱する。困難の苦しみ、悩みのどん底で、思いが

けない人から助けをうける。敬虔な心で従えば、救われる
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　以上、「需」をもとめてみた。この事象でイメージしたのは、例え

ば、起業したい本人の意志に身近な人々が反対している状況。

　外部環境的なら、５年前の「コロナ禍」やもっと前の「リーマン

ショック」など、世界同時的な事象。

　ちなみに、このおさらいを、さらに凝縮して表にしていっている。何

かPAの際のヒントになるものが見えてくるかと思って。

2025年11月29日（土）　午前10時からの「拠点ゼミ」（クレオ中央館）の前に一服

小春日和、桜の紅葉が青空に映える。クレオ中央館から３分程度のとこ

ろにある小さな公園。季節のよい時期には行き来に寄って、一息つく。
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